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概要

通常ポピュラー音楽におけるリズム構造は、比較的シン
プルなリズムを用いることが大半である。理由は、リ
ズムを複雑化したものは、瞬時に理解されにくいから
である。さらにBerlyne(1971)の逆U字仮説では、複雑
性を増すことで不快さを感じる傾向があると述べられ
ている。つまり大衆向けの音楽を作るには、あまり複
雑なリズムを用いらないことが良い。一方で、現代音
楽やフリージャズのような複雑なリズムを多くの人々
に受け入れられる方法がないだろうか。さらに、リズ
ムの複雑性を増すことで、より深い楽しみをもたらす
システムが作れるのではないだろうか。これらを解決
する方法が可視化であると著者は考える。その根拠が
音楽ゲームである。音楽ゲームは、リズムを可視化す
るシステムが導入されている。そのため、リズムが複
雑になることによって、映像による面白さを増すこと
が可能である。さらに、映像と音楽を相互関係を持た
せるような方法で連動させることで、リズムが複雑に
なることによって、映像による面白さを増すことが出
来る。そこで私は、モードジャズ音楽の手法で作られ
た非同期音楽を用いて、音楽と映像が相互関係を持つ
システムを制作した。本研究では、複雑なリズム構造
をより多くの人が自然に受け入れることができるよう
な音楽的な状況を形成するためのシステムをデザイン
する。

1. はじめに

1.1. 背景

ポピュラー音楽は、通常 4拍子,3拍子,あるいは,8
ビート,16ビートなどシンプルなリズムが用いられて
いる。理由は、現代音楽やフリージャズで用いられて
いるものよりも複雑なリズムは、人々のリズム同期を
形成することが難しく, 瞬時に理解されずらいことが
原因だとかんがえられる。Berlyne(1971)は逆 U字仮
説において、人々が音楽を楽しむためには適切な複雑
性が必要であることを示した。この逆 U字関数は,複

雑性が大きく増すことで音楽的な喜びが大きく減少す
ることを示している。つまり大多数の人々が楽しんで
聴いているの音楽の, 極度に複雑なリズムが用いられ
ていることはほとんどないといえるだろう。

複雑性

快↑

不快↓

図 1: 逆 U字曲線

1.2. 現在の問題点

一方で,筆者は,複雑なリズムをもった音楽であって
も,より多くの人に受け入れられる表現方法があるので
はなかと考えた。その方法は、リズムの複雑さを視覚
的要素で補うことであり,複雑な音楽の構造を可視化す
ることによって実現できるのではないかと考えた。実
際に, そうした複雑なリズム構造を可視化した一例が
音楽ゲームにもみられる。たとえば,「太鼓の達人」と
いう音楽ゲームは, リズムを可視化するシステムが導
入されている。そのためリズムの複雑性が増加すると,
それにともなって映し出される映像も複雑化し, ユー
ザがより複雑なリズム構造を楽しむための大きなファ
クターとなっている。実際に「太鼓の達人」には,拍子
が複雑な実験的な楽曲が収録されている。つまり、複
雑なリズムをもった音楽であっても, その複雑さを可
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視化し, ユーザの視覚に投げかけることで親しみ安さ
を構成することができるといえるだろう。

2. 提案手法

そこで本研究では,「映像と音楽に相互関係を持た
せるシステム」提案する。このシステムでは映像と音
楽の両方の変化が連動する。その結果、音楽の複雑性
を増加させる事で, 映像表現幅が広がる。このシステ
ムを作る上で非同期音楽について定義し, 作曲する上
で重要なモードジャズの手法についても説明する。

3. 非同期音楽とは

3.1. 同期音楽

大部分のポピュラー音楽では、各楽器やパートが同
一の速度や拍子を共有することがほとんどである。本
稿では,これらの音楽作品を同期音楽と定義する。

図 2: 同期音楽

3.2. 非同期音楽とは

一方、本稿では,各楽器やパートが異なった速度や
拍子を持った楽曲を,非同期音楽と定義する。

図 3: 非同期音楽

3.3. 非同期音楽を制作する上での問題

通常の音楽は, melody, rythm, chordsによって構成さ
れている。しかし非同期状態では,各楽器やパートにそ
れぞれ異なった速度や拍子が割り当てられているため,
それらの間にズレが生じる。そして, 通常の音楽の重
要な要素である, melody, rythm, chordsの関係性にもズ
レが生じる。こうしたズレそのものを表現の主軸とす
るのが,本稿で論じる非同期音楽の大きな特徴である。

4. モードジャズの手法

4.1. モードジャズとは

モードジャズとは, Miles Dewey Davisによって提案
されたジャズのスタイルである。ビバップなどの従来
のジャズでは, コード進行に沿ってアドリブが構築さ
れていた。一方,モードジャズでは,決められた旋法で
アドリブや和声を構築する。

4.2. モードジャズと非同期音楽

通常の楽曲のメロディは,コードに対して構成音と
非和声音（テンション音、アボイド音、etc)で分類されて
いる。つまり,コードとメロディの繋がりが強い。その
ためメロとコードを非同期状態になると曲が崩壊する。
一方,モードジャズでは,コードに対するメロディー音
による機能がない。そのためメロディーとコードが非
同期状態になっても曲が崩壊する事がない。

5. 映像と音楽が相互関係になるシステム

5.1. 同期音楽と映像の関係性

同期音楽と映像が連動する場合,まず音楽のリズム
を基に映像が生成される。一方, 映像の変化によって
音楽のリズムに変化を与えることが不可能である。理
由は映像変化をリズムに連動した場合、音楽のBPMや
拍子外のリズムが生成されるからである。したがい映
像から音楽に変化を与える場合は, エフェクトなどを
使用して音色に変化を与える傾向にある。

図 4: 同期音楽と映像の関係性
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5.2. 非同期音楽と映像の関係性

非同期音楽は,映像変化によってリズムを変えても
音楽が崩壊することがない。理由は各楽器が独立した
リズムがあるため, 映像による変化を与えても、音楽
が崩壊する事がない。以上のことから非同期音楽では
「映像と音楽が相互関係になるシステム」を構築するこ
とが可能である。

図 5: 非同期音楽と映像の関係性

6. DEMO作品

6.1. 作品説明

映像と音楽が相互関係になるシステムを導入した
demo作品を制作した。この作品は非同期音楽をバウン
ドボールで表したものである。画面をマウスをクリッ
クすると各楽器に割り当てられたボールが生成され,
ボールが壁などにあたったとき音が鳴る。

6.2. システムの説明

まず（音→映像）の関係は、各楽器をボールで可
視化している点である。次に（映像→音）の関係は、
ボール同士が当たったことによる軌道変化によって、
リズムが変化する点である。

図 6: 音から映像の関係性

図 7: 映像から音の関係性

7. 「映像と音楽が相互関係になるシステム」の応用例

これらのシステムが応用できる領域が,メディアアー
トで活かされると考えている。メディアアートとは,マ
ルチメディアとアートを組み合わせた作品である。近
年企業は, メディアアートを取り入れたビジネスを発
展させている。従来の映像×音楽によるメディアアー
トは、音楽を基に映像が作られていた。本研究で提案
したシステムを導入することで, 新たな作品を製作す
ることが可能であると考えている。

8. 考察

モードジャズの手法を導入することで非同期音楽を
制作する事が可能であり, さらに非同期音楽を可視化
し,映像と連動させることで「映像と音楽が相互関係に
なるシステムが」構築される。このシステムをメディ
アアートなどに活かせば, リズムの複雑性を増すこと
で映像の表現幅が広がる。以上のことから複雑なリズ
ムの音楽が多くの人により深い楽しみをもたらすシス
テムが作れるのではないかと考えられる。

9. おわりに

本論文では,「音楽と映像が相互関係になるシステ
ム」を提案し, そのシステムを導入したデモストレー
ションを制作した。卒業までにメディアアート作品を
製作に取り組む。
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